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アプリケーションについて

対応するAxisカメラにAXIS License Plate Verifierをインストールすると、車両が駐車場などのエリ
アにアクセスできるようになります。このアプリケーションは、カメラにキャプチャーされたナ
ンバープレートを読み取り、それをカメラに保存された許可リストまたはブロックリストと照合
して検証します。

AXIS License Plate Verifierの一般的なシナリオ:

• 車両の入出庫のシナリオ, on page 22
• 車両アクセスコントロールのシナリオ, on page 25
• フリーフロー, on page 8

要件

このアプリケーションは、AXIS Camera Application Platformをサポートする、互換性のあるAxis
ネットワークビデオ装置にインストールできます。対応装置とファームウェアのバージョンの完
全なリストは、axis.com/products/axis-license-plate-verifier/support-and-documentationで入手で
きます。

AXIS License Plate Verifier
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ネットワーク上のデバイスを検索する

IPアドレスの検索や割り当てを行う方法の詳細については、IPアドレスの割り当てとデバイスへの
アクセス⽅法を参照してください。

ブラウザーサポート

以下のブラウザーでデバイスを使用できます。

ChromeTM EdgeTM Firefox® Safari®

Windows® ✓ ✓ * *

macOS® ✓ ✓ * *

Linux® ✓ ✓ * *

その他のオペ
レーティングシ
ステム

* * * *

✓: 推奨:

*: 制限付きでサポート

AXIS License Plate Verifier

https://help.axis.com/access-your-device
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デバイスへのアクセス

1. ブラウザーを開き、AxisデバイスのIPアドレスまたはホスト名を入力します。
本製品のIPアドレスが不明な場合は、AXIS IP UtilityまたはAXIS Device Managerを使用し
て、ネットワーク上で装置を見つけます。

2. ユーザー名とパスワードを入力します。初めて装置にアクセスする場合は、rootパスワード
を設定する必要があります。rootアカウントの新しいパスワードを設定する, on page 4を参
照してください。

3. ブラウザーでライブビューページが開きます。

rootアカウントの新しいパスワードを設定する

重要
デフォルトの管理者ユーザー名はrroooottです。rootのパスワードを忘れた場合は、デバイスを工
場出荷時の設定にリセットしてください。を参照してください

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

サポートのヒント:パスワードセキュリティ確認チェック

1. パスワードを入力します。安全なパスワードを設定する手順に従います。安全なパスワー
ド, on page 4を参照してください。

2. パスワードを再入力して、スペルを確認します。
3. [CCrreeaattee llooggiinn ((ロロググイインンのの作作成成))] をクリックします。これでパスワードが設定されまし
た。

安全なパスワード

重要
ネットワーク上でパスワードやその他の機密設定を行う場合は、HTTPS (デフォルトで有効に
なっています) を使用してください。HTTPSを使用すると、安全で暗号化された形でネットワー
クに接続できるため、パスワードなどの機密データを保護できます。

デバイスのパスワードは主にデータおよびサービスを保護します。Axisデバイスは、さまざまなタ
イプのインストールで使用できるようにするためパスワードポリシーを強制しません。

データを保護するために、次のことが強く推奨されています。

• 8文字以上のパスワードを使用する (できればパスワード生成プログラムで作成する)。
• パスワードを公開しない。
• 一定の期間ごとにパスワードを変更する (少なくとも年に1回)。

AXIS License Plate Verifier
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使用に当たって

基本設定

これらの設定手順は、AXIS License Plate Verifier Kitに含まれていないカメラで有効です。
1. カメラの設定を調整する, on page 5

2. アプリケーションをインストールする, on page 5
以下の設定手順は、すべてのシナリオで有効です。

1. カメラ取り付けの推奨事項, on page 5
2. 設定アシスタント, on page 8
3. 対象範囲を調整する, on page 10
4. 地域の選択, on page 11
5. イベントストレージを設定する, on page 11

カメラの設定を調整する

カメラの設定にアクセスするには、ネットワーク上のデバイスを検索する, on page 3を参照してく
ださい。

1. 車両をビューエリアに配置します。
2. アプリケーションが検知するのにナンバープレートが十分な大きさであることを確認する
には、[[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[OOrriieennttaattiioonn ((向向きき))]] に移動し、ピクセルカウンターを選択
します。ナンバープレートの幅が、1行のナンバープレートの場合は130ピクセル以上、2行
のナンバープレートの場合は70ピクセル以上であることを確認します。

アプリケーションをインストールする

注
装置にアプリケーションをインストールするには、管理者権限が必要です。
1. デバイスのWebページに移動します。
2. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[AAppppss ((アアププリリ))]] に移動します。

3. [[AAdddd]] ((追追加加)) をクリックして、アプリケーションァイル (.eap) をカメラにアップロードし
ます。

ライセンスを有効化するには、ライセンスコードとAxis装置のシリアル番号によって生成されたラ
イセンスキーが必要です。ライセンスキーがコンピューターに保存されていない場合は、以下の
手順に従います。
1. axis.com/support/license-key-registration#/registrationに移動します。
2. シリアル番号とライセンスコードを入力します。
3. ライセンスキーファイルをコンピューターに保存します。ファイルを参照して選択し、
[[AAccttiivvaattee]] ((有有効効化化)) をクリックします。

アアププリリケケーーシショョンンのの設設定定ににアアククセセススすするる

1. カメラのwebインターフェースで、[AAppppss ((アアププリリ))] に移動し、アプリケーションを起動し
て、[OOppeenn ((開開くく))] をクリックします。

カメラ取り付けの推奨事項

• 設置場所を選択するときは、日の出や日の入りの間などに、直射日光が画像に影響を及ぼ
す可能性があることに注意してください。

• [AAcccceessss ccoonnttrrooll ((アアククセセススココンントトロローールル))] シナリオでのカメラの取り付け高さは、車両と
カメラとの間の距離の半分にする必要があります。

AXIS License Plate Verifier
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• [FFrreeee ffllooww ((フフリリーーフフロローー))] (低速走行車両のナンバープレート認識) シナリオでのカメラの
取り付け高さは、車両とカメラとの間の距離の半分未満にする必要があります。

C

A

アアククセセススココンントトロローールルキャプチャー距離: 2～7 m (6.6～23 ft)。この例は、AXIS P3265-LVE-3
License Plate Verifier Kitに基づいています。

キャプチャー距離: (C) 取り付け高さ (A)

2.0 m (6.6 ft) 1.0 m (3.3 ft)

3.0 m (9.8 ft) 1.5 m (4.9 ft)

4.0 m (13 ft) 2.0 m (6.6 ft)

5.0 m (16 ft) 2.5 m (8.2 ft)

7.0 m (23 ft) 3.5 m (11 ft)

フフリリーーフフロローーキャプチャー距離: 7～20m（23～65 ft）。この例は、AXIS P1465-LE-3 License Plate
Verifier Kitに基づいています。

キャプチャー距離 (C) 取り付け高さ (A)

7.0 m (23 ft) 3.0 m (9.8 ft)

10.0 m (33 ft) 4.0 m (13 ft)

15.0 m (49 ft) 6.0 m (19.5 ft)

20.0 m (65 ft) 10.0 m (33 ft)

• カメラの取り付け角度は、いずれの方向でも30°より大きくしないでください。

AXIS License Plate Verifier
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< 30°

横からの取り付け角度。

< 30°

上からの取り付け角度。

• ナンバープレートの画像は、水平方向に5°を超えてチルトさせないでください。画像が
5°を超えてチルトしている場合は、ライブストリームでナンバープレートが水平に表示さ
れるように、カメラを調整することをお勧めします。

< 5°

ロール角度。

AXIS License Plate Verifier
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設定アシスタント

アプリケーションを最初に実行するときは、設定アシスタントを使用して [FFrreeee ffllooww ((フフリリーーフフ
ロローー))] または [AAcccceessss ccoonnttrrooll ((アアククセセススココンントトロローールル))] を設定します。後で変更する場合は、
[[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス))]] に移動し、[SSeettuupp aassssiissttaanntt ((設設定定アアシシススタタンン
トト))] で [SSttaarrtt((開開始始))] を押します。

フフリリーーフフロローー

フリーフローでは、このアプリケーションは大規模な連絡道路、市街地のほか、キャンパス、
港、空港などの閉鎖されたエリアで、低速走行車両のナンバープレートを検知して読み取ること
ができます。これにより、VMSでLPRフォレンジック検索やLPRトリガーイベントが可能になりま
す。

1. [FFrreeee ffllooww ((フフリリーーフフロローー))] を選択し、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
2. カメラの取り付け方法に応じて画像の回転を選択します。
3. 対象範囲の数を選択します。1つの範囲で、両方向でプレートを検知できることに注意して
ください。

4. カメラが配置されている範囲を選択します。
5. キャプチャータイプを選択します。
– LLiicceennssee ppllaattee ccrroopp ((ナナンンババーーププレレーートトののククロロッッププ)): ナンバープレートのみが保存さ

れます。
– VVeehhiiccllee ccrroopp ((車車両両ののククロロッッププ)): キャプチャーされた車両全体が保存されます。

– FFrraammee ddoowwnnssiizzeedd 448800xx227700 ((448800xx227700ににダダウウンンササイイズズさされれたたフフレレーームム)): 画像全体
が保存され、解像度は480x270に下げられます。

– FFuullll ffrraammee ((フフルルフフレレーームム)): 画像全体がフル解像度で保存されます。
6. アンカーポイントをドラッグして、対象範囲を調整します。対象範囲を調整する, on page
10を参照してください。

7. 対象範囲の方向を調整します。矢印をクリックして回転させて、方向を設定します。方向
により、対象範囲に出入りする車両がアプリケーションで登録される方法が決まります。

8. [NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
9. [PPrroottooccooll ((ププロロトトココルル))] ドロップダウンリストで、以下のいずれかのプロトコルを選択し
ます。
– TCP
– HTTP POST

10. [SSeerrvveerr UURRLL ((ササーーババーーののUURRLL))] フィールドに、次の形式でサーバーのアドレスとポートを
入力します: 127.0.0.1:8080

11. [DDeevviiccee IIDD ((デデババイイススIIDD))] フィールドに装置の名前を入力するか、そのままにします。
12. [EEvveenntt ttyyppeess ((イイベベンントトタタイイププ))] で、以下のオプションから1つ以上選択します。
– [NNeeww ((新新規規))] は、ナンバープレートが初めて検知されたことを意味します。
– [UUppddaattee ((更更新新))] は、以前に検知されたナンバープレートの文字を修正する場合と、

プレートの移動に伴って方向が検知され、画像上で追跡される場合のどちらかで
す。

– [LLoosstt ((消消失失))] は、ナンバープレートが画像から出る前の最後の追跡イベントです。
これには、ナンバープレートの方向も含まれます。

13. この機能をオンにするには、[SSeenndd eevveenntt ddaattaa ttoo sseerrvveerr ((イイベベンントトデデーータタををササーーババーーにに送送
信信すするる))] を選択します。

14. HTTP POSTを使用する際に帯域幅を削減するには、[DDoo nnoott ttoo sseenndd iimmaaggeess tthhrroouugghh
HHTTTTPP PPOOSSTT ((HHTTTTPP PPOOSSTT でで画画像像をを送送信信ししなないい))] を選択します。

AXIS License Plate Verifier
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15. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
16. 登録済みのプレートのリストがすでにある場合は、[bblloocckklliisstt ((ブブロロッッククリリスストト))] としてイ
ンポートするか、[aalllloowwlliisstt ((許許可可リリスストト))] としてインポートするかを選択します。

17. FFiinniisshh ((終終了了)) をクリックします。

アアククセセススココンントトロローールル

セットアップウィザードを使用すると、すばやく簡単に設定できます。[SSkkiipp ((ススキキッッププ))] を選択
して、いつでもガイドを読み飛ばすことができます。

1. [AAcccceessss ccoonnttrrooll ((アアククセセススココンントトロローールル))] を選択し、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
2. 使用するアクセスコントロールのタイプを選択します。
– カメラでリストを管理する場合は、[IInntteerrnnaall II//OO ((内内部部II//OO))] を選択します。既知の

車両の場合に、カメラのI/Oを使用してゲートを開く, on page 23を参照してくださ
い。

– ドアコントローラーを接続する場合は、[CCoonnttrroolllleerr ((ココンントトロローーララーー))] を選択しま
す。ドアコントローラーに接続する, on page 25を参照してください。

– リレーモジュールに接続する場合は、[RReellaayy ((リリレレーー))] を選択します。既知の車両の
場合に、リレーモジュールを使用してゲートを開く, on page 22を参照してくださ
い。

3. [BBaarrrriieerr mmooddee ((ゲゲーートトモモーードド))] ドロップダウンリストの [OOppeenn ffrroomm lliissttss ((リリスストトかからら開開
くく))] で、[AAlllloowwlliisstt ((許許可可リリスストト))] を選択します。

4. [[VVeehhiiccllee ddiirreeccttiioonn]] ((車車両両のの方方向向)) ドロップダウンリストから [[oouutt]] ((出出庫庫)) を選択します。
5. [RROOII] ドロップダウンリストで、使用する対象範囲を選択するか、すべての対象範囲を使用
するかを選択します。

6. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
[IImmaaggee sseettttiinnggss ((画画像像設設定定))] ページで、次の設定を行います。

1. 対象範囲の数を選択します。
2. カメラが配置されている範囲を選択します。
3. キャプチャータイプを選択します。画像キャプチャーの設定を調整する, on page 11を参照
してください。

4. アンカーポイントをドラッグして、対象範囲を調整します。対象範囲を調整する, on page
10を参照してください。

5. 対象範囲の方向を調整します。方向により、対象範囲に出入りする車両がアプリケーショ
ンで登録される方法が決まります。

6. [NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
[EEvveenntt ddaattaa ((イイベベンントトデデーータタ))] ページで、次の処理を行います。

注
詳細な設定については、サードパーティ製ソフトウェアへのイベント情報のプッシュ, on page
30を参照してください。
1. [PPrroottooccooll ((ププロロトトココルル))] ドロップダウンリストで、以下のいずれかのプロトコルを選択し
ます。
– TCP
– HTTP POST

2. [SSeerrvveerr UURRLL ((ササーーババーーののUURRLL))] フィールドに、次の形式でサーバーのアドレスとポートを
入力します: 127.0.0.1:8080。

3. [DDeevviiccee IIDD ((デデババイイススIIDD))] フィールドに装置の名前を入力するか、そのままにします。
4. [EEvveenntt ttyyppeess ((イイベベンントトタタイイププ))] で、以下のオプションから1つ以上選択します。

AXIS License Plate Verifier
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– [NNeeww ((新新規規))] は、ナンバープレートが初めて検知されたことを意味します。
– [UUppddaattee ((更更新新))] は、以前に検知されたナンバープレートの文字を修正する場合と、

プレートの移動に伴って方向が検知され、画像上で追跡される場合のどちらかで
す。

– [LLoosstt ((消消失失))] は、ナンバープレートが画像から出る前の最後の追跡イベントです。
これには、ナンバープレートの方向も含まれます。

5. この機能をオンにするには、[SSeenndd eevveenntt ddaattaa ttoo sseerrvveerr ((イイベベンントトデデーータタををササーーババーーにに送送
信信すするる))] を選択します。

6. HTTP POSTを使用する際に帯域幅を削減するには、[DDoo nnoott ttoo sseenndd iimmaaggeess tthhrroouugghh
HHTTTTPP PPOOSSTT ((HHTTTTPP PPOOSSTT でで画画像像をを送送信信ししなないい))] を選択します。

7. [NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
[[IImmppoorrtt lliisstt ffrroomm aa ..ccssvv ffiillee ((..ccssvvフファァイイルルかかららリリスストトををイインンポポーートト))] ページで、次の操作を行い
ます。
1. 登録済みのプレートのリストがすでにある場合は、[bblloocckklliisstt ((ブブロロッッククリリスストト))] としてイ
ンポートするか、[aalllloowwlliisstt ((許許可可リリスストト))] としてインポートするかを選択します。

2. FFiinniisshh ((終終了了)) をクリックします。

対象範囲を調整する

対象範囲は、アプリケーションがナンバープレートを探すライブビュー内のエリアです。最適な
パフォーマンスを得るには、対象範囲をできるだけ小さく保ってください。対象範囲を調整する
には、以下の手順に従います。

1. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] に移動します。
2. [IImmaaggee ((画画像像))] をクリックします。

3. 1:1をクリックすると、監視したい場所やアクセスコントロールを管理したい場所をズーム
できます。

4. 検証とキャプチャー画像の品質を高めるには、[AAFF] をクリックします。
5. 車両に自動でフォーカスを合わせるには、[AAFF]をクリックします。手動でフォーカスを合わ
せる場合は、スライダーで調整します。

6. [AArreeaa ooff iinntteerreesstt ((対対象象範範囲囲))] をクリックして、ビューエリアに表示します。
7. 対象範囲を移動するには、その範囲内の任意の場所をクリックして選択し、ナンバープ
レートが最も見えやすい場所にドラッグします。設定を保存した後、対象範囲が適切な位
置にとどまっていることを確認してください。

8. 対象範囲を調整するには、範囲内の任意の場所をクリックして選択し、青色で強調表示さ
れているアンカーポイントをドラッグします。
– 対象範囲をリセットするには、左下の数字アイコンの横のリセットボタンをクリッ

クします。
– アンカーポイントを追加するには、暗色のアンカーポイントのいずれかをクリック

します。アンカーポイントが黄色に変わり、操作できることを示します。黄色のア
ンカーポイントの隣に新しい暗色のポイントが自動的に追加されます。黄色のアン
カーポイントの最大数は8です。

9. 対象範囲の外部のどこかをクリックすると、変更が保存されます。
10. [EEvveenntt lloogg ((イイベベンントトロロググ))] で正しい方向のフィードバックを取得するには、矢印を運転方
向に向ける必要があります。
10.1. 矢印アイコンをクリックします。
10.2. アンカーポイントを選択し、矢印を回転させて、運転方向に合わせます。
10.3. 対象範囲の外部でクリックすると、変更が保存されます。

AXIS License Plate Verifier
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1つの範囲で、両方向でプレートを検知できることに注意してください。方向のフィードバック
は、[[DDiirreeccttiioonn]] ((方方向向)) 列に表示されます。
11. 対象範囲が最適な効果を得るために十分な大きさかどうかを確認するには、ピクセルカウ
ンターを使用します。
– ピクセルカウンターを表示するには、電卓のアイコンをクリックします。
– フルサイズのピクセルカウンターエリアを調整するには、黄色でハイライト表示さ

れているエリアの右下のコーナーをドラッグします。
– ピクセルカウンターエリアを移動するには、そのエリア内の任意の場所をクリック

し、移動先にドラッグします。
• 2つ目の対象範囲を追加するには、11の横の++をクリックします。
• スタンドアロンのカメラを使用している場合は、アプリでナンバープレート認識の推奨設
定を適用できます。
1. 魔法の杖のアイコンをクリックすると、ナンバープレート認識用に設定が最適化さ

れます。
2. 魔法の杖の横にあるメニューボタンをクリックすると、設定値が表示されます。

地域の選択

1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] > [[RReeccooggnniittiioonn ((認認識識))]] に移動します。

2. [RReeggiioonn ((地地域域))] ドロップダウンリストから地域を選択します。

画像キャプチャーの設定を調整する

1. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] > [IImmaaggee ((画画像像))] に移動します。

2. キャプチャーされた画像の解像度を変更するには、[IImmaaggee rreessoolluuttiioonn ((画画像像解解像像度度))] に移
動します。

3. キャプチャーされた画像の回転を変更するには、[RRoottaattiioonn ((回回転転))] に移動します。

イベントストレージを設定する

イベントは、キャプチャーした画像、ナンバープレート、関心領域番号、車の方向、アクセス、
日付と時刻で構成されます。

この使用事例では、許可リストに追加されたナンバープレート番号のイベントを30日間、保存す
る方法について説明します。

要件:
• カメラがネットワークに物理的に設置および接続されている。
• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動され実行されている。
• 内部ストレージまたはカメラに取り付けられたSDカード。
1. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] > [SSttoorraaggee ((スストトレレーージジ))] に移動します。
2. [RReettaaiinn eevveennttss ((イイベベンントトのの保保持持))] で、[AAlllloowwlliisstteedd ((許許可可リリスストト))] を選択します。
3. [RReetteennttiioonn ppeerriioodd ((保保持持期期間間))] で、[3300 ddaayyss ((3300日日))] を選択します。

4. キャプチャーされた画像の保存方法を変更するには、[SSaavvee ffuullll ffrraammee ((フフルルフフレレーームムをを保保
存存))] に移動します。
– LLiicceennssee ppllaattee ccrroopp ((ナナンンババーーププレレーートトののククロロッッププ)): ナンバープレートのみが保存さ

れます。
– VVeehhiiccllee ccrroopp ((車車両両ののククロロッッププ)): キャプチャーされた車両全体が保存されます。

– FFrraammee ddoowwnnssiizzeedd 448800xx227700 ((448800xx227700ににダダウウンンササイイズズさされれたたフフレレーームム)): 画像全体
が保存され、解像度は480x270に下げられます。

– FFuullll ffrraammee ((フフルルフフレレーームム)): 画像全体がフル解像度で保存されます。

AXIS License Plate Verifier
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注
アプリの実行中に挿入されたSDカードを検知するには、アプリを再起動する必要があります。
カメラにSDカードが取り付けられている場合、デフォルトストレージとしてSDカードが自動的
に選択されます。

AXIS License Plate Verifierは、カメラの内部メモリを利用して、ナンバープレートのクロップを
フレームとして使って最大1,000件のイベントを保存します。大型のフレームを使用する場合、
保存できるイベントの量が変わります。

SDカードは、任意のタイプのフレームを使用して最大100,000件のイベントを保存できます。

AXIS License Plate Verifier
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リストの管理

検知されたナンバープレートをリストに追加する

アプリケーションによって検知されたナンバープレートはリストに直接追加できます。

1. [HHoommee ((ホホーームム))] をクリックします。
2. [LLiivvee ((ラライイブブ))] に移動します。
3. リスト内の登録済みプレートの矢印アイコンをクリックします。
4. [AAppppeenndd ppllaattee ttoo lliisstt ((ププレレーートトををリリスストトにに追追加加すするる))] をクリックします。

5. ダイアログで、ナンバープレートを追加するリストを選択します。
6. [AAppppeenndd ((追追加加))] をクリックします。

注
ナンバープレートと説明のどちらにも<<,, >>と&&の記号が使用されていないことを確認します。

ナンバープレートに説明を追加する

リストのナンバープレートに説明を追加する方法:

• [LLiisstt mmaannaaggeemmeenntt ((リリスストト管管理理))] に移動します。

AXIS License Plate Verifier
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• ナンバープレートを選択し、

をクリックし、ドロップダウンメニューから [EEddiitt ((編編集集))] を選択します。
• 該当する情報を [DDeessccrriippttiioonn ((説説明明))] のフィールドに入力します。
• [保保存存] をクリックします。

注
ナンバープレートと説明、どちらにも<<、、>>、&&の記号が使用されていないことを確認してくだ
さい。

リスト名のカスタマイズ

特定の使用事例に合わせて、任意のリストの名前を変更できます。

1. [LLiisstt mmaannaaggeemmeenntt ((リリスストト管管理理))] に移動します。
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2. 変更するリストの横の

をクリックします。
3. [EEddiitt ((編編集集))] を選択します。
4. リストの名前を入力します。
5. [SSuubbmmiitt ((送送信信))] をクリックします。

新しいリスト名が既存のすべての設定で更新されます。

許可リストに含まれるナンバープレート番号をインポートする

コンピューター上の.csvファイルから、許可リストに含まれるライセンスプレート番号をインポー
トすることができます。ナンバープレート番号に加えて、番号ごとに.csvファイルにコメントを追
加することもできます。

.csvファイルの構造は、次のようにする必要があります: license plate,date,description

例:
ナンバープレートのみ: AXIS123

ナンバープレート +説明: AXIS123,,John Smith

ナンバープレート +日付 +説明: AXIS123,2022-06-08,John Smith

AXIS License Plate Verifier
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注
ナンバープレートと説明、どちらにも<<、、>>、&&の記号が使用されていないことを確認してくだ
さい。
1. [LLiisstt mmaannaaggeemmeenntt ((リリスストト管管理理))] に移動します。
2. [AAlllloowwlliisstt ((許許可可リリスストト))] の横の

をクリックし、ドロップダウンメニューから [IImmppoorrtt ((イインンポポーートト))] を選択します。
3. コンピューター上の.csvファイルに移動して選択します。
4. [OOKK] をクリックします。
5. [AAlllloowwlliisstt ((許許可可リリスストト))] に、インポートしたナンバープレート番号が表示されていること
を確認します。

ナナンンババーーププレレーートトリリスストトをを他他ののカカメメララとと共共有有すするる

ネットワーク上でナンバープレートリストを他のカメラと共有することができます。同期する
と、他のカメラにある現在のナンバープレートリストがすべて上書きされます。

1. [[LLiisstt mmaannaaggeemmeenntt ((リリスストト管管理理))]] >> [[LLiisstt ssyynncchhrroonniizzaattiioonn ((リリスストト同同期期))]] に移動します。

2. [RReemmoottee ccoonnnneecctteedd ddeevviicceess ((リリモモーートト接接続続さされれたたデデババイイスス))] で、IPアドレス、ユーザー
名、パスワードを入力します。
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3. [追追加加] をクリックします。
4. [SSyynncchhrroonniizzee lliisstt ((リリスストトをを同同期期すするる))] をクリックします。

5. [LLaasstt ssyynncc ((最最後後のの同同期期))] の日付と時刻が適切に更新されていることを確認してください。

スケジュールリスト

リストは、特定の曜日の特定の時間帯にのみアクティブになるようにスケジュール設定すること
ができます。リストをスケジュール設定する方法:

• [LLiisstt mmaannaaggeemmeenntt ((リリスストト管管理理))] に移動します。
• 変更するリストの横の

をクリックします。
• ドロップダウンメニューで [SScchheedduullee ((ススケケジジュューールル))] を選択します。
• 開始時刻と終了時刻、リストをアクティブにする日を選択します。
• EEnnaabblleedd ((有有効効化化)) の隣にあるボタンをクリックします。
• [保保存存] をクリックします。
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追加設定

テキストオーバーレイの設定

テキストオーバーレイでは、ライブビューに次のイベント情報が表示されます: weekday,
month, time, year, license plate number。

1. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] > [IImmaaggee ((画画像像))] に移動します。
2. [TTeexxtt oovveerrllaayy ((テテキキスストトオオーーババーーレレイイ))] を有効にします。

3. [TTiimmeessttaammpp aanndd lliicceennssee ppllaattee ((タタイイムムススタタンンププととナナンンババーーププレレーートト))] または [LLiicceennssee
ppllaattee oonnllyy ((ナナンンババーーププレレーートトののみみ))] のいずれかを選択します。

4. [OOvveerrllaayy dduurraattiioonn ((オオーーババーーレレイイ期期間間))] を1～9秒の値に設定します。

5. オーバーレイがライブビューに表示されていることを確認します。

低照度下でナンバープレートを検知する

検知のたびに、アルゴリズムによってスコアがつけられます。これは信頼閾値と呼ばれます。選
択した感度よりスコアが低い検知は、イベントのリストに表示されません。

低照度のシーンでは、信頼閾値を低く設定することで、より多くのプレートを検知することが可
能になります。

1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[RReeccooggnniittiioonn ((認認識識))]] に移動します。

2. [CCoonnffiiddeennccee tthhrreesshhoolldd ((信信頼頼閾閾値値))] でスライダーを調整します。
3. アルゴリズムが期待どおりにナンバープレートを検知することを確認します。

ナンバープレートで少ない文字数を許可する

このアプリケーションには、ナンバープレートを検知するときのデフォルトの最小文字数があり
ます。デフォルトの最小文字数は5です。より少ない文字数でナンバープレートを検知するよう
に、アプリケーションを設定できます。

1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[RReeccooggnniittiioonn ((認認識識))]] に移動します。

2. [NNuummbbeerr ooff cchhaarraacctteerrss ((文文字字数数))] で、スライダーを調整して許可する最小文字数を設定し
ます。

3. アプリケーションが期待どおりにナンバープレートを検知することを確認します。

ナンバープレートの完全一致のみを許可する

マッチングアルゴリズムは、検知されたナンバープレートを許可リストやブロックリストと照合
するとき、1文字の逸脱を自動的に許可します。しかし、シナリオによっては、ナンバープレート
のすべての文字が完全に一致している必要があります。

1. [LLiisstt mmaannaaggeemmeenntt ((リリスストト管管理理))] に移動します。
2. [SSttrriicctt mmaattcchhiinngg ((厳厳密密なな一一致致))] をクリックして有効にします。

3. アプリケーションが期待どおりにナンバープレートを照合することを確認します。

ナンバープレートの照合時に複数の文字の逸脱を許可する

マッチングアルゴリズムは、検知されたナンバープレートを許可リストやブロックリストと照合
するとき、1文字の逸脱を自動的に許可します。ただし、複数の文字の逸脱を許可することもでき
ます。

1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[RReeccooggnniittiioonn ((認認識識))]] に移動します。
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2. [AAlllloowweedd cchhaarraacctteerr ddeevviiaattiioonn ((許許可可さされれるる文文字字のの逸逸脱脱))] で、異なることが許可される文字
の数を選択します。

3. アプリケーションが期待どおりにナンバープレートを照合することを確認します。

オペレーターに制限付きアクセス権を付与する

オペレーターには、URLを介したアプリへの制限付きのアクセス権を付与することができます。こ
れにより、イイベベンントトロロググとリリスストト管管理理のみへのアクセスが可能になります。このURLは、
[SSeettttiinnggss >> UUsseerr rriigghhttss ((設設定定 >>ユユーーザザーー権権限限))] で確認できます。

安全な接続を設定する

カメラとドアコントローラーとの間など、デバイス間の通信とデータを保護するために、証明書
を使用してHTTPSによる安全な接続を設定します。

1. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] > [SSeeccuurriittyy ((セセキキュュリリテティィ))] に移動します。

2. HTTPSで、[SSeellff--ssiiggnneedd ((自自己己署署名名))] または [CCAA--ssiiggnneedd ((CCAA署署名名))] のいずれかを選択しま
す。

注
HTTPSの詳細と使用方法については、で確認できます。

アプリ設定のバックアップとリストア

画像取り込み、セキュリティ、検出、統合に関連するアプリで行った設定のバックアップとリス
トア (復元) ができます。問題の発生時にも、バックアップした設定を復元することができます。

アプリの設定をバックアップする方法:
• [SSeettttiinnggss >> MMaaiinntteennaannccee ((設設定定 >>メメンンテテナナンンスス))] に移動します。

• [[DDoowwnnllooaadd bbaacckkuupp ccoonnffiigguurraattiioonn ((ババッッククアアッッププのの設設定定ををダダウウンンロローードドすするる))]] をクリッ
クします。

JSONファイルがダウンロードフォルダにダウンロードされます。
アプリの設定をリストアする方法:
• [SSeettttiinnggss >> MMaaiinntteennaannccee ((設設定定 >>メメンンテテナナンンスス))] に移動します。
• [RReessttoorree ccoonnffiigguurraattiioonn ((設設定定ののリリスストトアア))] をクリックします。

バックアップを含むJSONファイルを選択します。
設定が自動的に復元されます。

すべてのイベントをクリアする

アプリを設定した後は、設定時の画像や取得したプレートの記録を消去しておくことを推奨しま
す。

データベースからすべての画像とプレートを消去する方法:

[SSeettttiinnggss >> MMaaiinntteennaannccee ((設設定定 >>メメンンテテナナンンスス))] に移動します。
• [すすべべててのの認認識識結結果果ののククリリアア] をクリックします。
• [YYeess ((ははいい))] をクリックします。

仮想ポートを使用したアクションのトリガー

仮想ポートをアクセスコントロールと組み合わせて使用して、任意の種類のアクションをトリ
ガーできます。この例では、仮想ポートとカメラのI/Oポートを使用してテキストオーバーレイを
表示するように、AXIS License Plate Verifierを設定する方法について説明します。

要件:
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• カメラがネットワークに物理的に設置および接続されている。
• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動され実行されている。
• ゲートとカメラのI/Oポートの間にケーブルが接続されている。
• 基本的な設定が終了している。基本設定, on page 5を参照してください。

1. アプリケーションのWebページに移動し、[[SSeettttiinnggss]] ((設設定定)) タブを選択します。
2. [AAcccceessss ccoonnttrrooll ((アアククセセススココンントトロローールル))] に移動します。
3. [AAcccceessss ccoonnttrrooll ((アアククセセススココンントトロローールル))] で、[IInntteerrnnaall II//OO ((内内部部II//OO))] を選択します。
4. [II//OO oouuttppuutt ## ((II//OO出出力力番番号号))] を選択します。

5. [VViirrttuuaall ppoorrtt ((仮仮想想ポポーートト))] ドロップダウンリストでポートを選択します。
6. [BBaarrrriieerr mmooddee ((ババリリアアモモーードド))] で、[OOppeenn ttoo aallll ((すすべべててにに開開放放))] を選択します。
7. [VVeehhiiccllee ddiirreeccttiioonn ((車車両両のの進進行行方方向向))] で、[AAnnyy ((指指定定ななしし))] を選択します。
8. 使用する [AArreeaa ooff iinntteerreesstt ((対対象象範範囲囲))] を選択します。
9. カメラのWebページで、[[SSyysstteemm ((シシスステテムム))]] >> [[EEvveennttss ((イイベベンントト))]] に移動します。
10. [AAdddd rruullee ((ルルーールルのの追追加加))] をクリックします。
11. [CCoonnddiittiioonn ((条条件件))] で、[VViirrttuuaall iinnppuutt iiss aaccttiivvee ((仮仮想想入入力力ががアアククテティィブブ))]、指定したポート
番号を選択します。

12. [AAccttiioonn ((アアククシショョンン))] で [UUssee oovveerrllaayy tteexxtt ((オオーーババーーレレイイテテキキスストトをを使使用用すするる))] を選択し
ます。

13. [VViiddeeoo cchhaannnneellss ((ビビデデオオチチャャンンネネルル))] を選択します。
14. 表示するテキストを入力します。
15. テキストの継続時間を追加します。
16. [保保存存] をクリックします。
17. [[VViiddeeoo ((ビビデデオオ))]] >> [[OOvveerrllaayyss ((オオーーババーーレレイイ))]] に移動します。

18. [OOvveerrllaayyss ((オオーーババーーレレイイ))] に移動します。

19. ドロップダウンメニューで [TTeexxtt ((テテキキスストト))] を選択し、[++] をクリックします。
20. 「#D」と入力するか、[MMooddiiffiieerrss ((修修飾飾子子))] ドロップダウンリストで修飾子を選択します。
21. ライブビューで車両が関心領域に入ると、テキストオーバーレイが表示されることを確認
します。

対象範囲へのプリセットポジションのリンク

PTZカメラのプリセットポジションを、対象範囲にリンクできます。そうすれば、ナンバープレー
トの検出と読み取りは、PTZカメラがその位置にあるときにのみ行われます。2つのプリセットポ
ジションを対象範囲にリンクさせることができます。

この機能は、AXIS License Plate Verifier 2.16.3以降のバージョンで利用可能です。どのPTZカメラが
対応しているかは、製品ページの対応製品リスト (を参照してください。

注
プリセットポジションが対象エリアにリンクされていない場合、プレートの検出と読み取りは
どの位置でも、またカメラが移動中でも行われるため、誤検出や読み取り漏れが発生する可能
性があります。

プリセットポジションを対象範囲にリンクさせるには:

1. カメラのwebインターフェースに移動します。
2. [PPTTZZ((パパンン//チチルルトト//ズズーームム)) >> PPrreesseett PPoossiittiioonnss ((ププリリセセッットトポポジジシショョンン))] に移動します。
3. PTZカメラをシーンのフォーカスしたい場所に向けます。

AXIS License Plate Verifier
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4. [CCrreeaattee pprreesseett ppoossiittiioonn ((ププリリセセッットトポポジジシショョンンのの作作成成))] をクリックします。
5. プリセットポジションに名前を付け、[SSaavvee ((保保存存))] をクリックします。

プリセットポジションを追加したい場合は、上記の手順を繰り返します。
6. AXIS License Plate Verifierに移動します。
7. [設設定定>>画画像像] の順に移動し、[AArreeaa ooff iinntteerreesstt ((対対象象範範囲囲))] をクリックします。
8. [PPTTZZ pprreesseett ffoorr AAooII 11 ((対対象象範範囲囲11ののPPTTZZププリリセセッットト))] に移動します。

9. ドロップダウンメニューから、作成したプリセットポジション、またはすでに作成されて
いるプリセットポジションを選択します。

プリセットポジションをもう1つリンクするには、[AArreeaa ooff IInntteerreesstt ((対対象象範範囲囲))] へ移動し、ドロッ
プダウンメニューで22を選択します。これで、[PPTTZZ pprreesseett ffoorr AAooII 22 ((対対象象範範囲囲22ののPPTTZZププリリセセッッ
トト))] を設定できるようになります。

AXIS License Plate Verifier
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車両の入出庫のシナリオ

車両の入出庫のシナリオでは、アプリケーションはカメラにキャプチャーされた車両のナンバー
プレートを読み取り、カメラに保存されている許可されたナンバープレート番号のリスト、また
は許可されていないもののリストに照らしてナンバープレートを検証します。

このシナリオでは、ゲートを開閉するためにI/O機能をサポートしているカメラ、あるいはI/Oリ
レーモジュールと組み合わせて、カメラにアプリケーションをインストールすることが必要で
す。

1 3

2

1 34
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車両の入出庫のシナリオで可能な2つの設定。

1 AXIS License Plate Verifierが搭載されたAxisカメラ
2 I/O通信
3 ゲート
4 Axis I/Oリレーモジュール
5 IP通信

既知の車両の場合に、リレーモジュールを使用してゲートを開く

この使用事例では、AXIS License Plate Verifier をリレーモジュールと共に設定して、特定の関心領
域 (ROI) を通過して駐車場などに入っていく既知の車両に対してゲートを開く方法を説明します。

要件:
• カメラがネットワークに物理的に設置および接続されている。
• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動され実行されている。
• バリアとリレーモジュールの間にケーブルが接続されている。
• 基本的な設定が終了している。基本設定, on page 5を参照してください。
1. カメラのWebページに移動し、[[SSeettttiinnggss]] ((設設定定)) を選択してAXIS License Plate Verifierを開
きます。

2. リレーモジュールのWebページに移動し、リレーポートがカメラのI/Oポートに接続されて
いることを確認します。

3. リレーモジュールのIPアドレスをコピーします。
4. AXIS License Plate Verifierに戻ります。
5. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] >> [AAcccceessss ccoonnttrrooll ((アアククセセススココンントトロローールル))] に移動します
6. [RReellaayy ((リリレレーー))] を選択します。
7. 以下の情報を入力します。
– リレーモジュールのIPアドレスを192.168.0.0の形式で入力

AXIS License Plate Verifier
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– リレーモジュールのユーザー名
– リレーモジュールのパスワード

8. [II//OO oouuttppuutt ((II//OO出出力力))] ドロップダウンリストで、バリアに接続されているI/Oポートを選択
します。

9. [BBaarrrriieerr mmooddee ((ババリリアアモモーードド))] で、[OOppeenn ffrroomm lliissttss ((リリスストトかからら開開くく))] を選択し、
[AAlllloowwlliisstt ((許許可可リリスストト))] を確認します。

10. [VVeehhiiccllee ddiirreeccttiioonn ((車車両両のの進進行行方方向向))] で、[IInn ((イインン))] を選択します。
11. [AArreeaa ooff iinntteerreesstt ((対対象象範範囲囲))] で、車線を含む対象範囲を選択します。
12. 接続が機能することを確認し、[[CCoonnnneecctt]] ((接接続続)) をクリックします。
13. 接続をアクティブにするには、[TTuurrnn oonn iinntteeggrraattiioonn ((統統合合をを有有効効ににすするる))] をクリックしま
す。

14. [LLiisstt mmaannaaggeemmeenntt ((リリスストト管管理理))] タブに移動します。

15. [AAlllloowwlliisstt ((許許可可リリスストト))] フィールドにナンバープレート番号を入力します。
16. アプリケーションが、許可リストに含まれるナンバープレート番号を既知の車両として識
別し、ゲートが正常に開くことを確認してください。

注
リレーモジュール上の物理的な入力ポート1～8が、ドロップダウンリストのポート1～8に対応
します。ただし、リレーモジュール上のリレーポート1～8は、ドロップダウンリストのポート9
～16に対応します。これは、リレーモジュールにポートが8個しかない場合も同じです。

既知の車両の場合に、カメラのI/Oを使用してゲートを開く

この例では、既知の車両が駐車場に入るような場合に、カメラのI/Oポートを使用してゲートを開
くようにAXIS License Plate Verifierを設定する方法について説明します。

要件:
• カメラがネットワークに物理的に設置および接続されている。
• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動され実行されている。
• ゲートとカメラのI/Oポートの間にケーブルが接続されている。
• 基本的な設定が終了している。基本設定, on page 5を参照してください。

1. アプリケーションのWebページに移動し、[HHoommee ((ホホーームム))] に移動して、検知されたナン
バープレートをリストに追加します。「検知されたナンバープレートをリストに追加する,
on page 13」を参照してください。

2. リストを直接編集するには、[LLiisstt mmaannaaggeemmeenntt ((リリスストト管管理理))] に移動します。

3. [AAlllloowwlliisstt ((許許可可リリスストト))] フィールドに許可されたナンバープレート番号を入力します。
4. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] に移動します。
5. [AAcccceessss ccoonnttrrooll ((アアククセセススココンントトロローールル))] で、[IInntteerrnnaall II//OO ((内内部部II//OO))] を選択します。
6. [II//OO oouuttppuutt ## ((II//OO出出力力番番号号))] を選択します。
7. [BBaarrrriieerr mmooddee ((ババリリアアモモーードド))] で、[OOppeenn ffrroomm lliissttss ((リリスストトかからら開開くく))] を選択し、
[AAlllloowwlliisstt ((許許可可リリスストト))] を確認します。

8. [[VVeehhiiccllee ddiirreeccttiioonn]] ((車車両両のの方方向向)) ドロップダウンリストから [[iinn]] ((入入庫庫)) を選択します。
9. [AArreeaa ooff iinntteerreesstt ((対対象象範範囲囲))] で、使用する対象範囲を選択するか、すべての対象範囲を使
用するかを選択します。

10. アプリケーションが、許可リストに含まれるナンバープレート番号を既知の車両として識
別し、ゲートが正常に開くことを確認してください。

注
特定の使用事例に合わせて、任意のリストの名前を変更できます。

AXIS License Plate Verifier
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許可されていない車両に関する通知を受け取る

この例では、カメラで通知をトリガーするイベントを作成できるように、アプリケーションを設
定する方法について説明します。

要件:

基本的な設定が終了している。基本設定, on page 5を参照してください。

1. [LLiisstt mmaannaaggeemmeenntt ((リリスストト管管理理))] に移動します。

2. [BBlloocckklliisstt ((ブブロロッッククリリスストト))] フィールドにナンバープレート番号を入力します。
3. カメラのWebページに移動します。
4. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] > [EEvveennttss ((イイベベンントト))] に移動し、アプリケーションを条件とし、通知を
アクションとするアクションルールを設定します。

5. アプリケーションが、追加されたナンバープレート番号を許可されていない車両として識
別し、アクションルールが正常に実行されることを確認してください。

AXIS License Plate Verifier
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車両アクセスコントロールのシナリオ

車両のアクセスコントロールのシナリオでは、アプリケーションをAxisネットワークドアコント
ローラーに接続して、アクセスルールを設定し、アクセス時間のスケジュールを作成し、従業員
だけでなく訪問者やサプライヤーの車両アクセスも処理することができます。

バックアップ用に、ドアコントローラーとカードリーダーを含むアクセスシステムを使用しま
す。ドアコントローラーとカードリーダーを設定する方法については、axis.comにあるユーザード
キュメントを参照してください。

1 3 5

6
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1 AXIS License Plate Verifierが搭載されたAxisカメラ
2 IP通信
3 カードリーダーを備えたAxisネットワークドアコントローラー
4 I/O通信
5 ゲート
6 オプションのサードパーティ製ソフトウェア

ドアコントローラーに接続する

この例では、カメラをネットワークドアコントローラーに接続します。つまり、カメラがセン
サーとして機能します。カメラはコントローラーに情報を転送し、コントローラーは情報を分析
し、イベントをトリガーします。

注
これらの手順は、AXIS A1001 Door Controllerのみに適用されます。
AXIS License Plate VerifierとAXIS Entry Managerを切り替える際には、すべてのパラメーターに
アクセスできるよう、必ずウェブページを更新してください。

要件:
• カメラとドアコントローラーが物理的に設置され、ネットワークに接続されている。
• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動され実行されている。
• 基本的な設定が終了している。基本設定, on page 5を参照してください。

AAXXIISS EEnnttrryy MMaannaaggeerrででののハハーードドウウェェアアのの設設定定
1. AXIS Entry Managerに移動し、[[SSeettuupp]] ((設設定定)) で新しいハードウェア設定を開始します。

2. ハードウェアの設定で、ネットワークドアコントローラーの名前を「ゲートローラー」に
変更します。

3. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
4. [[CCoonnffiigguurree lloocckkss ccoonnnneecctteedd ttoo tthhiiss ccoonnttrroolllleerr]] ((ここののココンントトロローーララーーにに接接続続さされれてていいるる
ロロッッククをを設設定定すするる)) で、[[DDoooorr mmoonniittoorr]] ((ドドアアモモニニタターー)) オプションをクリアします。

5. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
6. [[CCoonnffiigguurree rreeaaddeerrss ccoonnnneecctteedd ttoo tthhiiss ccoonnttrroolllleerr]] ((ここののココンントトロローーララーーにに接接続続さされれてていい
るるリリーーダダーーをを設設定定すするる)) で、[[EExxiitt rreeaaddeerr]] ((外外部部リリーーダダーー)) オプションをクリアします。

7. FFiinniisshh ((終終了了)) をクリックします。

AXIS License Plate Verifier
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CCoonnffiigguurraattiioonn iinn AAXXIISS LLiicceennssee PPllaattee VVeerriiffiieerrででのの設設定定
1. AXIS License Plate VerifierのWebページに移動します。
2. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] >> [AAcccceessss ccoonnttrrooll ((アアククセセススココンントトロローールル))] に移動します。
3. [CCoonnttrroolllleerr ((ココンントトロローーララーー))] を選択します。
4. [NNeettwwoorrkk sseettttiinnggss ((ネネッットトワワーークク設設定定))] で、以下の情報を入力します。
– コントローラーのIPアドレスを192.168.0.0の形式で入力
– コントローラーのユーザー名
– コントローラーのパスワード

5. [接接続続] をクリックします。
6. 接続が成功した場合は、[[NNeettwwoorrkk DDoooorr CCoonnttrroolllleerr nnaammee]] ((ネネッットトワワーーククドドアアココンントトロローー
ララーー名名)) ドロップダウンリストに “Gatecontroller“ が表示されます。[Gatecontroller] を選択
します。

7. [RReeaaddeerr nnaammee ((リリーーダダーー名名))] ドロップダウンリストで、ドア“Gatecontroller”に接続されて
いるリーダーを選択します (“Reader entrance”など)。これらの名前は、AXIS Entry Manager
で変更できます。

8. 接続をアクティブにするには、[AAccttiivvaattee iinntteeggrraattiioonn ((統統合合ををアアククテティィブブににすするる))] をク
リックします。

9. ユーザーのナンバープレート番号の1つを入力するか、デフォルトを使用し、[TTeesstt ((テテスス
トト))] をクリックします。テストが成功したことを確認します。

AAXXIISS EEnnttrryy MMaannaaggeerrでで、、ユユーーザザーー、、ググルルーーププ、、ドドアア、、おおよよびびススケケジジュューールルをを設設定定すするる
1. Go to AXIS Entry Managerに移動します。
2. [[AAcccceessss MMaannaaggeemmeenntt]] ((アアククセセスス管管理理)) に移動します。

3. [[DDoooorrss >> AAdddd iiddeennttiiffiiccaattiioonn ttyyppee]] ((ドドアア >>識識別別タタイイププをを追追加加)) に移動します。

4. [[CCrreeddeennttiiaallss nneeeeddeedd]] ((必必要要なな認認証証情情報報)) ドロップダウンリストで、[[LLiicceennssee ppllaattee oonnllyy]]
((ナナンンババーーププレレーートトののみみ)) を選択します。

5. 識別タイプを使用できる時期に制限を設定するには、[[SScchheedduullee]] ((ススケケジジュューールル)) をドアに
ドラッグアンドドロップします。

6. ユーザーを追加し、ユーザーごとに認証情報の [[LLiicceennssee ppllaattee]] ((ナナンンババーーププレレーートト)) を追加
します。

7. 再度 [[AAdddd ccrreeddeennttiiaall]] ((認認証証情情報報をを追追加加)) クリックし、ナンバープレート情報を入力しま
す。

8. [[AAdddd nneeww ggrroouupp]] ((新新ししいいググルルーーププをを追追加加)) をクリックし、情報を入力します。

9. ユーザーをグループに追加するには、[UUsseerrss ((ユユーーザザーー))] をユーザーグループにドラッグア
ンドドロップします。

10. ユーザーにアクセス権を付与するには、[[DDoooorr]] ((ドドアア)) をユーザーグループにドラッグアン
ドドロップします。

11. アクセス時間を制限するには、[[SScchheedduullee]] ((ススケケジジュューールル)) をユーザーグループにドラッグ
アンドドロップします。

AXIS License Plate Verifier
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1

3

4

2

AXIS Entry Managerのユーザーインターフェースの概要。

1 ユーザー
2 ドア
3 スケジュール
4 ユーザーグループ

AXIS Secure Entryへの接続

この例では、AXIS Licence Plate Verifierを使用して、AXIS Camera Station内のAxisドアコントロー
ラーとAXIS Secure Entryを接続する方法について説明します。

注
これらの手順は、A1210、A1201-B、A1214、A1610、A1610-B、A1710-B、およびA1810-Bデバ
イスのみに適用されます。

要件:
• カメラとドアコントローラーが物理的に設置され、ネットワークに接続されている。
• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動され実行されている。
• AXIS Camera Stationクライアントバージョン5.49.449以上。
• 基本的な設定が終了している。基本設定, on page 5を参照してください。

AAXXIISS CCaammeerraa SSttaattiioonnで、「リーダーの追加」を参照してください。

AAXXIISS LLiicceennssee PPllaattee VVeerriiffiieerrアプリで、次の操作を行います。

1. [SSeettttiinnggss ((設設定定))] メニューで、[AAcccceessss ccoonnttrrooll ((アアククセセススココンントトロローールル))] に移動し、
[SSeeccuurree EEnnttrryy] を選択します。

2. [IIPP aaddddrreessss ((IIPPアアドドレレスス))] に移動し、[[AAXXIISS CCaammeerraa SSttaattiioonn]] >> [[CCoonnffiigguurraattiioonn ((設設定定))]] >>
[[OOtthheerr DDeevviicceess ((そそのの他他ののデデババイイスス))]] のデバイスリストに表示されるドアコントローラー
のIPアドレスを入力します。

AXIS License Plate Verifier
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AAXXIISS CCaammeerraa SSttaattiioonnで、以下の手順に従います。
3. 認証キーを追加するには、[AAXXIISS CCaammeerraa SSttaattiioonn>>CCoonnffiigguurraattiioonn>>EEnnccrryypptteedd
ccoommmmuunniiccaattiioonn ((AAXXIISS CCaammeerraa SSttaattiioonn>>設設定定>>暗暗号号化化通通信信))] に移動します。

4. [EExxtteerrnnaall PPeerriipphheerraall AAuutthheennttiiccaattiioonn KKeeyy ((外外部部周周辺辺機機器器認認証証キキーー))] に移動し、[SShhooww
aauutthheennttiiccaattiioonn kkeeyy ((認認証証キキーーのの表表示示))] をクリックします。

5. [CCooppyy kkeeyy ((キキーーののココピピーー))] をクリックします。

AAXXIISS LLiicceennssee PPllaattee VVeerriiffiieerrアプリで、次の操作を行います。
6. [AAuutthheennttiiccaattiioonn kkeeyy ((認認証証キキーー))] に移動し、キーを貼り付けます。
7. [接接続続] をクリックします。
8. 車両の進行方向を選択します。
9. 対象範囲を選択します。
10. ドロップダウンメニューで、[DDoooorr ccoonnttrroolllleerr nnaammee ((ドドアアココンントトロローーララーー名名))] を選択しま
す。

11. ドロップダウンメニューで、[RReeaaddeerr nnaammee ((リリーーダダーー名名))] を選択します。
12. [AAccttiivvaattee iinntteeggrraattiioonn ((統統合合ををアアククテティィブブににすするる))] をクリックします。

13. ユーザーのナンバープレート番号の1つを入力するか、デフォルトを使用し、[TTeesstt ((テテスス
トト))] をクリックします。テストが成功したことを確認します。

AXIS License Plate Verifier
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特定のイベントの検索

複数の条件を使用してイベントを検索するには、検索機能を使用します。

1. アプリケーションのWebページに移動し、[SSeeaarrcchh ((検検索索))] ページを選択します。
2. [FFrroomm ((開開始始))] および [TToo ((終終了了))] カレンダーメニューで日付を選択します。
3. [AAOOII] のドロップダウンメニューをクリックし、検索対象範囲を選択します。
4. [DDiirreeccttiioonn ((方方向向))] を選択して、入場または退出でフィルターします。
5. ナンバープレートを検索する場合は、[PPllaattee ((ナナンンババーーププレレーートト))] フィールドにナンバープ
レートを入力します。

6. 特定の国に属するナンバープレートを検索するには、[CCoouunnttrryy ((国国))] のドロップダウンリス
トから国を選択します。

7. 車両のビューに基づいて画像を絞り込むには、[VVeehhiiccllee vviieeww] のドロップダウンリストか
ら [FFrroonntt ((前前))] または [RReeaarr ((後後))] を選択します。

8. 車両のメーカー、モデル、タイプ、またはカラーに基づいて検索結果を絞り込むには、
[VVeehhiiccllee ddeettaaiillss ((車車両両のの詳詳細細))] のドロップダウンメニューから該当項目を選択します。

9. [AAppppllyy ffiilltteerrss ((フフィィルルタターーをを適適用用すするる))] をクリックし、検索結果を表示します。

検索結果のエクスポートと共有

検索結果を、その時点での統計情報と共にCSVファイルとしてエクスポートするには、[EExxppoorrtt ((エエ
ククススポポーートト))] をクリックして結果をcsvファイルとして保存します。

サードパーティシステムにデータをエクスポートするためのリンクとしてAPIをコピーするには、
[CCooppyy sseeaarrcchh lliinnkk ((検検索索リリンンククををココピピーー))] をクリックします。
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統合

プロファイルを使用して、複数のサーバーにイベントをプッシュする

プロファイルを使用すると、異なるプロトコルを使用する異なるサーバーに、同時にイベントを
プッシュすることができます。プロファイルを使用する方法:

1. [IInntteeggrraattiioonn ((統統合合))] および [PPuusshh eevveennttss ((イイベベンントトののププッッシシュュ))] ページに移動します。

2. [PPrrooffiillee 11 ((ププロロフファァイイルル11))] を選択します。
3. ルールを設定します。サードパーティ製ソフトウェアへのイベント情報のプッシュ, on
page 30を参照してください。

4. ルールをテストします。
5. 新しいプロファイルのタブを選択し、新しいルールを設定します。

サードパーティ製ソフトウェアへのイベント情報のプッシュ

注
アプリケーションは、JSON形式でイベント情報を送信します。詳細については、MyAxisアカウ
ントを使用してログインし、AXIS VAPIXライブラリに移動して、AXIS License Plate Verifierを選
択してください。

この機能を使用すると、TCPまたはHTTP POSTでイベントデータをプッシュして、サードパーティ
製ソフトウェアを統合することができます。

開始する前に、以下をご確認ください。
• カメラはネットワークに物理的に設置および接続されている必要があります。
• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動されて実行されている必要があります。
1. [IInntteeggrraattiioonn ((統統合合))] > [PPuusshh eevveennttss ((イイベベンントトののププッッシシュュ))] に移動します。

2. 空のプロファイルを選択します。
3. [PPrroottooccooll ((ププロロトトココルル))] ドロップダウンリストで、[HHTTTTPP PPOOSSTT] を選択します。
4. [SSeerrvveerr UURRLL ((ササーーババーーののUURRLL))] フィールドに、次の形式でサーバーのアドレスとポートを
入力します: 127.0.0.1:8080

5. ユーザー名とパスワードを入力します。
6. プロキシーを使用している場合は、プロキシーをオンにし、ホスト名、ユーザー名、パス
ワードを入力します。

7. [DDeevviiccee IIDD ((デデババイイススIIDD))] フィールドに装置の名前を入力するか、そのままにします。
8. [PPuusshh ccoonnddiittiioonnss ((ププッッシシュュ条条件件))] でプッシュイベントをトリガーする方向を選択します。
9. [LLPPRR EEvveenntt ttyyppeess ((LLPPRRイイベベンントトタタイイププ))] で、以下のオプションから1つ以上選択します。
– [NNeeww ((新新規規))] は、ナンバープレートが初めて検知されたことを意味します。
– [UUppddaattee ((更更新新))] は、以前に検知されたナンバープレートの文字を修正する場合と、

プレートの移動に伴って方向が検知され、画像上で追跡される場合のどちらかで
す。

– [LLoosstt ((消消失失))] は、ナンバープレートが画像から出る前の最後の追跡イベントです。
これには、ナンバープレートの方向も含まれます。

– [CCoonnddiittiioonnaall ((条条件件付付きき))] は、条件が満たされた場合に、1つのオブジェクトに対し
て1つのイベントをプッシュします。

10. HTTP POSTを使用する際に帯域幅を削減するには、[DDoo nnoott ttoo sseenndd iimmaaggeess ((画画像像をを送送信信しし
なないい))] を選択します。

11. [EEvveenntt bbuuffffeerr ((イイベベンントトババッッフファァ))] を有効にし、サーバーがダウンした場合にイベントを
バッファリングしてサーバーが利用可能になったら送信するようにします。
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12. [RReetteennttiioonn sseettttiinnggss ((保保持持設設定定))] で選択している場合、画像に加えてナンバープレートの切
り取り画像を含めるには、[SSeenndd ttwwoo iimmaaggeess ((22つつのの画画像像をを送送信信))] を選択します。

13. Base64形式ではなくmulitpart形式でイベントを送信するには、[MMuullttiippaarrtt] を選択します。
14. [TTeesstt ((テテスストト))] をクリックし、仮想ナンバープレートを使用して統合テストを行います。
15. この機能をオンにするには、[AAccttiivvaattee ((オオンンににすするる))] を選択します。

注
HTTP POSTを使用してイベントをプッシュするには、ユーザー名とパスワードの代わりに認証
ヘッダーを使用し、[AAuutthh--HHeeaaddeerr ((認認証証ヘヘッッダダーー))] に移動し、認証APIへのパスを追加しま
す。

サーバーへのナンバープレートの画像の送信

この機能を使用すると、FTPを介してナンバープレートの画像をサーバーにプッシュできます。

開始する前に、以下をご確認ください。
• カメラはネットワークに物理的に設置および接続されている必要があります。
• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動されて実行されている必要があります。
1. [IInntteeggrraattiioonn ((統統合合))] > [PPuusshh eevveennttss ((イイベベンントトののププッッシシュュ))] に移動します。

2. [PPrroottooccooll ((ププロロトトココルル))] ドロップダウンリストで、[FFTTPP] を選択します。
3. [SSeerrvveerr UURRLL ((ササーーババーーののUURRLL))] フィールドに、以下の形式でサーバーのアドレスを入力し
ます: ftp://10.21.65.77/LPR

4. FTPサーバーのユーザー名とパスワードを入力します。
5. ファイル名のパスと名前の修飾子を選択します。
6. [DDeevviiccee IIDD ((デデババイイススIIDD))] フィールドにデバイスの名前を入力します。この名前のフォル
ダーが画像用に作成されます。画像は次の形式で作成されます: timestamp_area of
interest_direction_carID_license plate text_country.jpg

7. [PPuusshh ccoonnddiittiioonnss ((ププッッシシュュ条条件件))] でプッシュイベントをトリガーする方向を選択します。
8. [EEvveenntt ttyyppeess ((イイベベンントトタタイイププ))] で、以下のオプションから1つ以上選択します。
– [NNeeww ((新新規規))] は、ナンバープレートが初めて検知されたことを意味します。
– [UUppddaattee ((更更新新))] は、以前に検知されたナンバープレートの文字を修正する場合と、

プレートの移動に伴って方向が検知され、画像上で追跡される場合のどちらかで
す。

– [LLoosstt ((消消失失))] は、ナンバープレートが画像から出る前の最後の追跡イベントです。
これには、ナンバープレートの方向も含まれます。

– [CCoonnddiittiioonnaall ((条条件件付付きき))] は、条件が満たされた場合に、1つのオブジェクトに対し
て1つのイベントをプッシュします。

注
[LLoosstt ((消消失失))] または [UUppddaattee ((更更新新))] が選択されている場合、方向はファイル名にのみ含まれま
す。
9. [TTeesstt ((テテスストト))] をクリックし、仮想ナンバープレートを使用して統合テストを行います。
10. この機能をオンにするには、[AAccttiivvaattee ((オオンンににすするる))] をクリックします。

注
選択したキャプチャーモードのタイプによって画像が異なることに注意してください (画像
キャプチャーの設定を調整する, on page 11を参照してください)。

注
プッシュイベントが失敗した場合、アプリは失敗した最初の100件までをサーバーに再送信しま
す。
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WindowsサーバーへのプッシュイベントでFTPを使用する場合、画像の名前に日付と時刻を示
す「%c」を使用しないでください。これは、Windowsが日付と時刻に対して関数「%c」で設
定された名前を許容していないためです。 Linuxサーバーを使用する場合には、この問題は発
生しません。

2Nとの直接統合

この例では、2N IP装置との直接統合について説明します。

2Nデバイスで、次のようにアカウントを設定します。
1. 2N IP Versoに移動します。
2. [SSeerrvviicceess ((ササーービビスス))] > [HHTTTTPP AAPPII] > [AAccccoouunntt 11 ((アアカカウウンントト11))] に移動します。
3. [EEnnaabbllee aaccccoouunntt ((アアカカウウンントトをを有有効効ににすするる))] を選択します。
4. [CCaammeerraa aacccceessss ((カカメメララアアククセセスス))] を選択します。
5. [LLiicceennssee ppllaattee rreeccooggnniittiioonn ((ナナンンババーーププレレーートト認認識識))] を選択します。
6. IPアドレスをコピーします。

AXIS License Plate Verifierアプリで、次の操作を行います。
1. [IInntteeggrraattiioonn ((統統合合))] > [DDiirreecctt iinntteeggrraattiioonn ((直直接接統統合合))] に移動します
2. [22NN IIPP DDeevviiccee] を選択します。
3. IPアドレスまたはURLを2Nデバイスに追加します。
4. ユーザー名とパスワードを入力します。
5. [CCoonnnneeccttiioonn ttyyppee ((接接続続タタイイププ))] を選択します。

6. [BBaarrrriieerr iiss uusseedd ffoorr ((ゲゲーートトのの使使用用目目的的))] で該当する目的を選択します。
7. [EEnnaabbllee iinntteeggrraattiioonn ((統統合合をを有有効効ににすするる))] をクリックします。
8. 車両の進行方向を選択します。
9. この機能をオンにするには、[AAccttiivvaattee ((オオンンににすするる))] を選択します。

統合が機能していることを確認するには、次の操作を行います。

1. 2N IP Versoに移動します。
2. [SSttaattuuss ((スステテーータタスス))] > [EEvveennttss ((イイベベンントト))] に移動します。

Genetec Security Centerとの統合

この例では、Genetec Security Centerとの直接統合の設定について説明します。

Genetec Security Centerで、次の操作を行います。

1. [OOvveerrvviieeww ((概概要要))] に移動します。
2. DDaattaabbaassee ((デデーータタベベーースス))、DDiirreeccttoorryy ((デディィレレククトトリリ))、LLiicceennssee ((ラライイセセンンスス)) がオンライ
ンであることを確認します。オンラインでない場合は、WindowsですべてのGenetecサー
ビスとSQLEXPRESSサービスを実行します。

3. [[GGeenneetteecc CCoonnffiigg TTooooll]] >> [[PPlluuggiinnss ((ププララググイインン))]] に移動します。
4. [AAdddd aann eennttiittyy ((エエンンテティィテティィのの追追加加))] をクリックします。

5. [PPlluuggiinn ((ププララググイインン))] に移動し、[LLPPRR pplluuggiinn ((LLPPRRププララググイインン))] を選択します。
6. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
7. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
8. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
9. 追加したLPRプラグインを選択し、[DDaattaa ssoouurrcceess ((デデーータタソソーースス))] に移動します。
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[AALLPPRR rreeaaddss AAPPII] で、次の操作を行います。
10. [EEnnaabblleedd ((有有効効))] チェックボックスをオンにします。
11. [NNaammee ((名名前前))] に、次のように入力します。PPlluuggiinn RREESSTT AAPPII。

12. [AAPPII ppaatthh pprreeffiixx ((AAPPIIパパススののププレレフフィィッッククスス))] に、次のように入力します: llpprr。
13. [RREESSTT ppoorrtt ((RREESSTTポポーートト))] で、[444433] を選択します。
14. [WWeebbSSDDKK hhoosstt ((WWeebbSSDDKKホホスストト))] に、次のように入力します: llooccaallhhoosstt。
15. [WWeebbSSDDKK ppoorrtt ((WWeebbSSDDKKポポーートト))] で、[444433] を選択します。
16. [AAllllooww sseellff--ssiiggnneedd cceerrttiiffiiccaatteess ((自自己己署署名名証証明明書書をを許許可可すするる))] チェックボックスをオンに
します。

[SSeeccuurriittyy CCeenntteerr eevveennttss ddaattaa ssoouurrccee ((SSeeccuurriittyy CCeenntteerrイイベベンントトデデーータタソソーースス))] で、次の操作を
行います。
17. [EEnnaabblleedd ((有有効効))] チェックボックスをオンにします。
18. [NNaammee ((名名前前))] に、「SSeeccuurriittyy CCeenntteerr LLpprr EEvveennttss」と入力します。

19. [PPrroocceessssiinngg ffrreeqquueennccyy ((処処理理頻頻度度))] で、ドロップダウンメニューから [55 sseecc ((55秒秒))] を選択
します。

20. [DDaattaa ssiinnkkss ((デデーータタシシンンクク))] タブに移動します。
21. [++] をクリックします。
22. [TTyyppee ((タタイイププ))] で [DDaattaabbaassee ((デデーータタベベーースス))] を選択します。

23. デデーータタベベーーススをを選選択択しし、、次次ののよよううにに設設定定ししまますす。。
– [EEnnaabblleedd ((有有効効))] チェックボックスをオンにします。
– [SSoouurrccee ((ソソーースス))] で、[PPlluuggiinn RREESSTT AAPPII] と [NNaattiivvee AALLPPRR EEvveennttss ((ネネイイテティィブブAALLPPRR

イイベベンントト))] チェックボックスをオンにします。
– [NNaammee ((名名前前))] に、「RReeaaddss DDBB」と入力します。
– [IInncclluuddee ((含含めめるる))] で、[RReeaaddss]、[HHiittss]、[IImmaaggeess] チェックボックスをオンにしま

す。
– [RReessoouurrcceess ((リリソソーースス))] タブに移動します。
– [DDeelleettee tthhee ddaattaabbaassee ((デデーータタベベーーススのの削削除除))] をクリックした後、[CCrreeaattee aa

ddaattaabbaassee ((デデーータタベベーーススのの作作成成))] をクリックします。
CCrreeaattee aann AAPPII uusseerr ((AAPPIIユユーーザザーーのの作作成成))::
24. [[CCoonnffiigg TTooooll]] >> [[UUsseerr MMaannaaggeemmeenntt ((ユユーーザザーー管管理理))]] に移動します。
25. [AAdddd aann eennttiittyy ((エエンンテティィテティィのの追追加加))] をクリックします。

26. [UUsseerr ((ユユーーザザーー))] を選択します。
27. ユーザー名とパスワードを入力します。他のフィールドは変更しないでください。
28. 追加したユーザーを選択し、[PPrriivviilleeggeess ((権権限限))] タブに移動します。

29. [AApppplliiccaattiioonn pprriivviilleeggeess ((アアププリリケケーーシショョンン権権限限))] で、すべてを許可するチェックボックス
をオンにします。

30. TThhiirrdd--ppaarrttyy AALLPPRR rreeaaddss AAPPII ((ササーードドパパーーテティィ製製AALLPPRR rreeaaddss AAPPII)) を許可するチェックボッ
クスをオンにします。

31. [適適用用] をクリックします。
AAXXIISS LLiicceennssee PPllaattee VVeerriiffiieerrアプリで、次の操作を行います。

1. [IInntteeggrraattiioonn ((統統合合))] >> [DDiirreecctt iinntteeggrraattiioonn ((直直接接統統合合))] に移動します。
2. [GGeenneetteecc SSeeccuurriittyy CCeenntteerr] を選択します。

3. [UURRLL//IIPP] に、このテンプレートに従ってアドレスを入力します: https://server-
address/api/V1/lpr/lpringestion/reads。
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4. Genetecのユーザー名とパスワードを入力します。
5. [CCoonnnneeccttiioonn ttyyppee ((接接続続タタイイププ))] を選択します。
6. この機能をオンにするには、[AAccttiivvaattee ((オオンンににすするる))] を選択します。
7. [TTeesstt ((テテスストト))] をクリックし、仮想ナンバープレートを使用して統合テストを行います。
8. HTTPSを選択している場合は、[[SSeettttiinnggss ((設設定定))] タブに移動します。
9. [[SSeeccuurriittyy ((セセキキュュリリテティィ))]] >> [[HHTTTTPPSS]] で、次の操作を行います。
10. Genetec Security Centerの設定に応じて、[SSeellff--ssiiggnneedd ((自自己己署署名名))] または [CCAA--ssiiggnneedd ((CCAA
署署名名))] を選択します。

Genetec Security Centerで、次の操作を行います。

1. [GGeenneetteecc SSeeccuurriittyy ddeesskk] に移動します
2. [IInnvveessttiiggaattiioonn ((調調査査))] で、[RReeaaddss ((読読みみ取取りり))] をクリックします。

3. [RReeaaddss ((読読みみ取取りり))] タブに移動します。
4. ニーズに合わせて結果をフィルター処理します。
5. [レレポポーートトをを生生成成すするる]をクリックします。

注
Genetecのサードパーティ製ALPRプラグインの統合に関するドキュメントも読むことができま
す。この操作は、ここで行います (登録が必要)。
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トラブルシューティング

未未知知のの車車両両がが受受けけ入入れれととししててににママーーククさされれるる

アプリケーションが、許可リストに含まれないナンバープレートの車両を受け入れる場合、考え
られる理由の1つは、比較の際に1文字の逸脱が許可されていることです。

たとえば、AAXXII SS11223344が許可リストに含まれている場合、アプリケーションはAAXXII SSII223344を受け
入れます。

同様に、AAXXIISS 11223344が許可リストに含まれている場合、アプリケーションはAAXXII 11223344を受け入れ
ます。

追加設定, on page 18 に移動して、許可される文字を設定します。

アアププリリケケーーシショョンンととココンントトロローーララーーままたたははリリレレーーモモジジュューールルのの間間のの接接続続がが機機能能ししなないい

コントローラーまたはリレーモジュールでHTTP経由のデータトラフィックが許可されているこ
とを確認してください。この設定を変更する方法については、対応するデバイスのユーザーズマ
ニュアルを参照してください。

AXIS Camera Stationのユーザー向け

AAXXIISS LLiicceennssee PPllaattee VVeerriiffiieerrのの設設定定

装置がAXIS License Plate Verifierで設定されている場合、その装置はビデオ管理システムの外部
データソースと見なされます。表示をデータソースに接続し、装置でキャプチャーされたナン
バープレートを検索して関連する画像を表示できます。

注
• AXIS Camera Station 5.38以降が必要です。
• AXIS License Plate Verifierにはライセンスが必要です。
1. アプリケーションをダウンロードして装置にインストールします。
2. アプリケーションの設定を行います。『AXIS License Plate Verifierユーザーマニュアル』を
参照してください。

3. 既存のAXIS Camera Stationインストールの場合は、クライアントとの通信に使用される
サーバー証明書を更新します。証明書の更新を参照してください。

4. 時刻同期をオンにして、AXIS Camera StationサーバーをNTPサーバーとして使用します。
サーバーの設定を参照してください。

5. デバイスをAXIS Camera Stationに追加する。装置の追加を参照してください。
6. 最初のイベントを受信すると、データソースは [CCoonnffiigguurraattiioonn >> DDeevviicceess >> EExxtteerrnnaall ddaattaa
ssoouurrcceess ((設設定定 >>デデババイイスス >>外外部部デデーータタソソーースス))]] の下に自動的に追加されます。

7. データソースをビューに接続します。外部データソースを参照してください。
8. 装置によってキャプチャーされたナンバープレートを検索します。「データ検索」を参照
してください。

9. をクリックして、検索結果を.txtファイルにエクスポートします。

LLiicceennssee PPllaattee VVeerriiffiieerr

AXIS License Plate Verifier ACAPのステータスは、License plate verifierページでナンバープレート
を管理しやすくするため、個人のカメラとグループカメラで確認できます。

AXIS License Plate Verifier

https://help.axis.com/axis-license-plate-verifier#step-by-step-guide
https://help.axis.com/axis-camera-station-5#certificate-renewal
https://help.axis.com/axis-camera-station-5#server-settings
https://help.axis.com/axis-camera-station-5#add-devices
https://help.axis.com/axis-camera-station-5#external-data-sources
https://help.axis.com/axis-camera-station-5#data-search
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[[CCaammeerraass ((カカメメララ))]] タブには、AXIS License Plate Verifierがインストールされたすべての接続済み
デバイスのリストが表示されます。

• カカメメララ:カメラ名。
• VVeerrssiioonn ((ババーージジョョンン)):カメラにインストールされているAXIS License Plate Verifierのバー
ジョン。

• SSttaattuuss ((スステテーータタスス)):AXIS License Plate Verifierの現在のステータス。
• LLaatteesstt eevveenntt ((最最新新イイベベンントト)):カメラが捉えた最新イベントの時刻。
• AAlllloowweedd ((許許可可)):カメラの許可リストに含まれるナンバープレートの数。
• BBlloocckkeedd ((ブブロロッックク)):カメラのブロックリストに含まれるナンバープレートの数。
• カカススタタムム:カメラのカスタムリストに含まれるナンバープレートの数。
• ググルルーーププ :カメラが属するグループ。

[[GGrroouupp ((ググルルーーププ))]] タブには、すべてのカメラグループのリストと、各グループに含まれるカメ
ラのサブリストが表示されます。このタブでは次の操作ができます。

• [[NNeeww...... ((新新規規))]] をクリックして新しいグループを追加します。
• [[DDeelleettee ((削削除除))]] をクリックして既存のグループを削除します。
• [[GGrroouupp nnaammee ((ググルルーーププ名名))]] のフィールドで、選択したグループ名を変更します。
• [[AAdddd...... ((追追加加))]] をクリックして選択したグループにカメラを追加します。
• [[RReemmoovvee ((削削除除))]]をクリックしてグループからカメラを削除します。

グループ化されたカメラの共有リストを作成できます。詳細については、を参照してください。

AXIS License Plate Verifier
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